
認知症地域支援推進員
配置による事業の推進

～特別なものはまだありません。土着的に広げる事業
の推進でこれからが楽しみな佐賀からの報告です～

佐賀市大和地域包括支援センター 平方啓義

平成３０年度認知症地域支援推進員研修

『おたっしゃ本舗』
とは、佐賀市内の地域包括
支援センターの愛称です！

まほろちゃん



関西発！
肥前佐賀３日間満喫プラン

[11月3日-5日頃]
☆絢爛豪華な唐津くんち

☆あま～い！唐津・呼子のイカ
☆佐賀のやきもの

☆日本三大美白の湯！嬉野温泉
☆Ａ５最高級！佐賀牛

☆100機のバルーンが一斉に佐
賀平野へ！「佐賀インターナ
ショナルバルーンフェスタ」
☆すべては佐賀から始った！
「肥前さが幕末維新博覧会」

参考：観光情報ポータルサイト「あそぼーさが」 佐賀県観光連盟

嬉野温泉と湯豆腐⇒
↓ 佐賀牛

有田焼 ⇒

↓ 佐賀インターナショナルバルーンフェスタ
肥前さが幕末維新博覧会 ↓

唐津・呼子のイカ

佐賀県って・・・『半端なかばってん!!』



項 目 概 要

佐賀市について

佐賀県の県庁所在地（施行時特例市）。2005年、
2007年に新設合併。面積431.84k㎡。市北部は
福岡市と隣接した山間部で市南部は有明海に
面し、市中心部は佐賀平野の中心付近に位置。

人口・高齢率・
高齢者数

233,341人（99,221世帯） 高齢率27.2%（高齢人
口63,440人）
 ここ１０年で人口は５，０００人減少
 ここ１０年で世帯数は約９，０００件増加（高齢

者単身、高齢者のみ世帯増加）

地域包括支援
センター

15ヶ所（中学校区・日常生活圏域に1ヵ所設けて
いる）

認知症地域支援
推進員配置状況

専任１人・兼任１４人（地域包括支援センターに
配置）
 佐賀市高齢福祉課（専任）[平成２５年配置]
 市内地域包括支援センター１５ヶ所（兼任）

[平成２９年４月配置]
 認知症地域支援推進員は「（第２層）生活支

援コーディネーター」との兼務

佐賀市ってこんなところ

国勢調査（総務省）および国立社会保障・人口問題研究所公表資料を基に佐賀市で独自試算



佐賀市の認知症施策事業

認知症

相談ダイヤル

• 平成１２年に専用ダイヤルを開設。当初は利
用者も多かったが地域包括支援センター設
置など窓口が増えてきたため現在は減少傾
向にある。

ものわすれ

相談室

• 平成１５年開設。専門医、保健師と在宅介護
支援センター配置。当初は利用者も多かった
が地域包括支援センター設置など窓口が増
えたこと、医療連携が推進されたことなどから
現在は減少傾向にある。

高齢者見守りネッ
トワーク事業

• 平成２４年開始事業。見守る人、見守られる
人を特定せず事業活動の中で見守りをして
いただける事業者を幅広く募る。

• 市内の協力事業者は約１，０６２

• 厚生労働省老健局長優良賞（介護予防・高
齢者生活支援分野自治体部門）平成２９年
度

認知症初期

集中支援チー
ム

• 平成２８年設置。専門医、保健師、
社会福祉士、作業療法士、管理
栄養士等で構成。初期支援を包
括的・集中的に対応。

認知症

ケアパス

• 平成２８年３月第１版リリース。平成２９年度推進
員配置により連絡会で随時見直しを行い、平成３

０年４月第２版をリリース。

予防支援

• 一般介護予防事業

• 「脳いきいき健康塾（東北大学川島教授開発プロ
グラム）」

• 「脳若教室（iPad活用プログラム）」

• 「音楽サロン」



認知症地域支援推進員連絡会

「認知症地域支援推進員」「（第２層）生活支援コーディネーター」
兼務で地域包括支援センターに配置（平成29年4月）

全地域包括支援センターに推進員と
して配置されたものの、何の活動をす
るのか、他の地域の取り組みはどん
なことをしているのかなど、当初は迷
いや不安がありました。

何をすればい
いの？

ほかの推進員
さんはどんな
ことしている
のかな？

地域のことも
よくわからな
い・・・

「連携」って
どことすれば
いいのか・・

佐賀市生活支援コーディネーター・認知症地域支援推進員連絡会
【日 時】 毎月第４火曜日１０：００～１２：００
【参加者】 生活支援コーディネーター（第１層、２層）、認知症地域支援推進員（専任・兼

任）、社会福祉協議会コーミュニティーソーシャルワーカ、市担当者等
【内 容】 毎月テーマがある。必要に応じて講義形式。それぞれの計画に基づいた進

捗状況を確認。佐賀市「北部・中部・南部」３ブロックに分けれてのグループ
ワーク。

【効 果】 担当圏域外の取り組みがわかり参考にできる。情報を共有し、事業・活動に
よっては協力して展開することも可能。



認知症地域支援推進員事業（活動）計画

新オレンジプ
ランを基本的
な考え方に位

置づけ

市「高齢者保健福祉計画の基本
理念・目標」と介護保険者策定
の「介護保険事業計画の基本理

念」を位置づけ

市として推進員に求める役割を位置づけ

次のスライドへ

市の基本理念、めざす姿（目標）のもと、そ
れぞれの地域の実情に応じて（地域アセス
メント）活動計画を立てています。
１０月には中間報告を行い、上期の評価と
下期に向けた計画の調整を行う予定です。



認知症地域支援推進員事業（活動）計画

新オレンジプランの目標、市推進事業を基に長期目標と年度計画を策定



佐賀市高齢者見守りネットワーク事業「おたっしゃ見守りネット」

協力事業者・協力機関
を随時訪問し地域の状
況や情報の共有、あら
たな事業者の開拓を
行っています。

協力事業者（商店等）にス
テッカーを配布しています。



個別支援・佐賀市認知症初期集中支援チーム（連携）

（必要に応じ
て）担当圏域の
対象者をチーム
につなげる

チームと情
報の共有を

図る

対象者の圏域の
適切なサービス
や機関の情報を

提供する

本人や家族とと
もに活動するこ
とで安心感につ

なげる

継続的に医
療・介護機関
との連携を図

る

最初の相談
（情報提供）
をうける

支
援
チ
ー
ム

推
進
員



認知症サポーター養成講座

認知症

サポーター

認知症カフェの
協力・支援

見守り活動
の協力・支

援

ボランティア登録

行方不明捜索訓
練への参加

介護予防事業へ
の協力・支援

小学校での認知症サポーター養成講座
認知症地域支援推進員が地域の垣根を越えて協力し

て開催しています。

企業、官公庁、学校、自治会、住民組織などいろい
ろな場面で講座を開催。サポータのみなさんに地域
づくりや地域での活動について考えてもらい、実践
につなげてもらおうとしています。（生活支援コー

ディネーターとの兼務の強みを活かす）
サポーターはそれぞれの支援
に協力をいただくように・・



佐賀市内の認知症カフェは１０ヶ所（平成３０年５月）
（佐賀市では認知症カフェを「認知症の人と家族、地域住民、専門職等の誰もが参加でき集う場所。
認知症に対する悩みを持つ方が気軽に立ち寄れ地域の人にも理解される場所」としています）

認知症カフェ

カフェ・オレンジ
運営：認知症の人と家族の会佐賀県支部

みずがえオレンジカフェ
運営：社会福祉法人

西九州大学の学
生も企画運営に
参加。介護相談
に加え福祉全般
の情報も提供。
学生の就職相談

にも・・

認知症の人本人や家族、認知症か
なと心配している本人や家族、介
護経験者、認知症サポーターなど
も参加。若年性認知症コーディ
ネーターも参加。家族の会ならで
はの対応。



ケアパス作成までの主な流れ

平成２８年４月～ 市担当課内で協議、検討、たたき台を作成

５月 認知症専門医に内容について相談

平成２９年３月 「認知症施策に関する検討会」にてケアパスの内容について

説明

４月 認知症地域支援推進員連絡会にてケアパスの説明と活用を依頼

７月 平成２９年度認知症地域支援推進員研修（福岡市）

９月 認知症ケアパス勉強会開催

１０月 連絡会にて案を提示・協議

１１月 認知症の人と家族の会佐賀支部へ相談

１２月～ 随時、修正を加え編集作業

平成３０年２月 佐賀県認知症地域支援推進員フォローアップ研修

４月 佐賀市「認知症ケアパス」（平成３０年度版）完成

佐賀市 認知症ケアパス



・正規版（全１６ページ）
・概要版（全６ページ）

「当事者や家族、その身近
な人が見てもわかる」視点
で制作。

地域包括支援センターなど
相談窓口でも活用できるよ
うに工夫。

民生委員など地域での訪問
活動にも活用されている。

「地域資源」については地
域により異なるので今後も
随時更新が必要。

佐賀市 認知症ケアパス



佐賀市大和町の見守り支援

①行方不明早期発見・保護システムの構築 ②認知症カフェ開設（４校区公民館）

・「見守り支援」ネットワークを構築
・住民主体の「生活支援」「介護予防支援」「見守り支援」を第２層
協議体とともに推進

・医療介護専門職、自治体（市、警察、消防）等も協力支援
・地域ケア会議との連動

映画ケアニン上映会

2017「ケアニン」
製作委員会



推進員として連携支援していく際に大切にしていること
『地域アセスメント（課題分析）・課題の原因を調べる⇒原因に対して施す手立てを決める⇒実施する手立
ての計画を作成する』の流れを、まずは自分自身で考えてみました。その上で、以下のこと大切にしていま
す。
①どんなところにも積極的に出向き「推進員」を知ってもらう

民生委員会（校区会も）、自治会、班長会、まちづくりの会議、病院、医院、クリニック、薬局、介護事業所、商工
会、商店、会社・・・ どこも以外とウェルカムでした。またいろいろと助けてもくださいます。

「法改正で・・」「制度が・・」「事業だから配置になった」「事業だからします」などの言葉は一切言っていませ
ん。地域の課題をみなさまの身近なこととして感じてもらうようにしています。

②新たな資源開発より今ある資源をリニューアル

カフェ開設を検討するとき、新設よりも、すでに地域にある資源（住民主体の介護予防教室など）にカフェ的機能を
付加するようにしています。住民が気軽に立ち寄れる、介護予防との組み合わせ、世話人さんの調整のしやすさ、自
治会からの費用面支援などメリットも生まれています。

住民も専門職もネットワークも新たにつくろうとすると「またなにかやるの？」となるので、基本的に今ある組織を
活用しています（住民さんは「協議会」疲れ）。

③他事業とともに

住民主体の介護予防・生活支援等の「生活支援体制整備事業」や「在宅医療・介護連携推進事業」、「地域ケア会
議」等社会保障充実事業との連結を常に意識しています。そのために、それぞれの事業を推進される会議、研修、担
当者との情報交換や共有は綿密にしています。

④仲間を増やす

ちょっとしたことでも相談できる仲間を増やし、仕事量は増えても、ストレスは増やさないようにしています。



一年間の活動・課題・取り組みの方向性
【１年間の活動を通して】

生活支援コーディネーターとの兼務、加えて地域包括支援センターへの配置により、地域づくり
（まちづくり）や地域ケア会議、総合相談窓口機関などの強みを活かした推進員活動が展開できて
いる。＊「日常生活圏域」の地域の実情に応じた推進のための取り組み＊

それゆえ、佐賀市の認知症施策といえば「コレ」といった目玉はまだ存在していないが、土着的に
認知症施策をそれぞれの地域で拡大しつつある。

市担当者の「根気強い」認知症施策への取り組みが頼もしい。

【課題】

地域包括支援センターの配置、生活支援コーディネーターとの兼務で、業務が煩雑化しつつある。

佐賀市の認知症施策といえば「コレ」といった目玉がない。

推進員として、専門職や住民等に理解がまだまだ広まっていない。

【今後の方向性】

年度事業（活動）計画をもとにした活動を展開していく。

市内推進員同士の協力連携を継続。

できれば、佐賀市の認知症施策といえば「コレ」を創出したい。



「佐賀県認知症介護指導者の活動と推進員との連携」
【認知症介護指導者とは】

認知症介護指導者養成研修を受講。主な役割として認知症介護
実践研修等やその他研修・事業について、企画・立案に参画し、
講義、演習、実習を担当。専門職に対する人材育成の関与に加
え、認知症介護指導者自身が所属する事業所を中心とした地域
の指導者としての役割も担っています。平成27年度末現在、
全国で2,000名。佐賀県は25名。

【佐賀県地域包括ケア推進アドバイザー派遣事業】

県内の市・町、介護保険者が「地域包括ケアシス
テムの構築」に向けて取り組む、認知症施策や医
療・介護連携、介護予防、生活支援サービス体制
の整備等について、専門職を派遣し専門的な助言
やサポートを行う。平成２９年度より開始。派遣
分野は、「認知症施策」「医療・介護連携」「介
護予防」「生活支援サービス体制の整備」



佐賀市

【平成２９年度】

•市担当者と随時協
議

•新たに配置となっ
た認知症地域支援
推進員(15名）を
集めた佐賀市認知
症施策検討会にて
施策の実施体制の
検討

•新規配置推進員へ
の後方支援を随時
実施。

•都道府県市等の情
報提供

•認知症サポーター
活動の支援

【平成３０年度】

• 連絡会へ参加。活
動計画中間評価等
を検討。

佐賀中部広域連合

（介護保険者）

•保険者管内の認知
症地域支援推進員
（25名）を集めた
研修会での講師や
ファシリテーター
等

•認知症地域支援推
進員研修（福岡会
場，7月）参加前
に地域の実情等を
確認し、研修効果
を高める

•保険者担当者との
随時協議

•都道府県市等の情
報提供

有田町

•町内認知症地域支
援推進員(5名）と
町担当者を集めた
会議にて地域課題
の検討及び実施体
制整備関する検討

•ケアパス作成に関
する協議

•町内専門職との認
知症施策に関する
研修、会議

•都道府県市等の情
報提供

佐賀県認知症地域支援推進
員フォローアップ研修

•推進員フォロー
アップ研修内容の
検討

•認知症介護研究・
研修東京センター
との調整

•地域毎のグループ
ワークへの参加

•推進員、指導者相
互の活動を知り情
報の共有等連携

鳥栖地区広域市町村圏
組合（介護保険者）

•担当者と随時協議

•平成３０年配置に
なった認知症地域
支援推進員（８
名）の連絡会に参
加（予定）

•平成３０年度認知
症地域支援推進員
研修（新任）後の
活動についてワー
クショップ。（予
定）

•認知症サポーター
活動の支援（予
定）

認知症介護指導者も地域の認知症施策について取り組んでい
ます。ぜひ、お近くの認知症介護指導者とも連携を図ってみてく
ださい！（都道府県・政令市単位で把握されています）

「佐賀県認知症介護指導者の活動と推進員との連携」



ご清聴ありがとうございました。

本日はありがとうございました
みなさま

ぜひ、佐賀へお越し下さい！
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